
今
議
会
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
廃
止
の
「
意
見
書
」
提

出
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
区
議
団

は
、
区
民
の
強
い
願
い
で
あ
る

こ
の
「
請
願
」
の
採
択
を
主
張

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
自
民
・

公
明
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
民
主
（
民

主
四
名
、
社
民
一
名
、
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
一
名
）
・
み
ら
い
の
多

数
で
否
決
し
ま
し
た
。

民
主
党
も
社
民
党
も
日
本
共

産
党
と
と
も
に
「
参
議
院
で
は

「
廃
止
法
案
」
を
可
決
し
て
い

ま
す
。

区
議
会
で
は
ま
っ
た
く
反
対

の
態
度
。
傍
聴
者
か
ら
「
国
会

で
の
対
決
ポ
ー
ス
は
怪
し
い
」

も
の
だ
と
怒
り
を
爆
発
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

「
天
空
率
」
？

建
築
説
明
会

説
明
責
任
を

決
算
委
員
会
で
党
議
員
団
は
、

「
天
空
率
を
活
用
し
た
建
築
計

画
で
は
、
道
路
斜
線
、
隣
地
斜

線
の
規
制
の
適
用
が
除
外
さ
れ
、

高
さ
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
の
で
、

よ
り
高
い
ビ
ル
が
建
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
事
業
者

は
住
民
に
い
っ
さ
い
説
明
し
て

い
な
い
。
事
業
者
に
説
明
を
義

務
づ
け
、
条
例
改
定
を
行
な
う

べ
き
」
と
要
求
。

区
は
、
「
立
面
図
に
道
路
斜

線
等
を
記
載
さ
せ
、
斜
線
を
超

え
る
部
分
を
明
示
し
説
明
す
る

よ
う
指
導
し
、
紛
争
予
防
条
例

施
行
規
則
の
改
正
も
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。
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1４１

第三回定例区議会が9月18日から10月10日まで開かれました。

今議会は07年度決算審議も行われました。決算審議は、来年度予算に区民要望を反映させるた

めの大事な質問の機会です。

日本共産党区議団6名は、区民から寄せられた要望実現に奮闘しました。

史上最高の積立金

区民のくらし・福祉・教育・中小企業に

（
仮
称
）
西
麻
布
計
画
に
関
す
る
請
願

採
択

周
辺
に
そ
ぐ
わ
な
い
六
四
メ
ー
ト
ル
の
マ
ン
シ
ョ
ン

区民の暮らしはますます大変になっているの

に、「区の財政状況は良好な状況を示していま

す」（平成２１年度予算編成方針）。１９年度

末の基金は、１，２２２億円にもなっています。

平成１０年度が３４４億円ですから、９年間で

３．５倍にもなっています。一方借金の区債残

高は１３０億円で９年前の５分の１に減少して

います。

みなさんが一生懸命働いて納めた税金が、み

なさんのために十分に使われていない結果です。

党区議団は『平成１９年度決算審議』の中で、

原油高による物価高騰、税制改悪による重税で、

区民のくらしが大変になっている時だけに、豊

かな財政をくらし・福祉・中小企業のために活

用するように提案しました。

特別区債
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（億円）

「
（
仮
称
）
西
麻
布
計
画
に
関

す
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

㈱
明
建
と
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
が
テ

レ
ビ
朝
日
通
り
（
西
麻
布
三
丁

目
）
に
地
上
十
七
階
地
下
二
階

建
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
十
七
階
の
上
に

囲
い
壁
を
つ
く
る
た
め
、
実
質

十
九
階
建
（
六
四
・
七
九
メ
ー

ト
ル
）
で
、
周
辺
よ
り
十
六
メ
ー

ト
ル
も
高
く
な
り
ま
す
。
近
隣

住
民
は
、
計
画
の
見
直
し
を
求

め
て
交
渉
し
て
き
ま
し
た
が
、

業
者
が
強
引
に
計
画
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
た
め
、
請
願
を

提
出
し
た
も
の
で
す
。

請
願
審
議
で
風
見
委
員
は
、

住
民
の
相
談
に
「
建
築
課
が
、

住
民
の
立
場
に
な
っ
て
建
築
主

ら
と
の
対
応
の
や
り
方
を
教
え

る
べ
き
で
、
区
の
対
応
は
ま
っ

た
く
な
っ
て
い
な
い
」
と
区
の

姿
勢
を
批
判
。
住
民
の
立
場
で

事
業
者
を
指
導
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
建
築
課
長
は
、
「
話

合
い
を
す
る
よ
う
業
者
を
指
導

す
る
」
「
必
要
が
あ
れ
ば
話
合

い
に
区
も
立
ち
会
う
」
と
答
え

ま
し
た
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
の
意
見
書
を
」
の
請
願

否
決

自
民
・
公
明
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
民
主
・
み
ら
い
で



赤
坂
氷
川
山
車
の
復
元
に

全
面
的
支
援
を

党
区
議
団
の
提
案
も
あ
り
、

赤
坂
氷
川
神
社
の
山
車
、
昨
年

の
「
翁
二
人
立
」
（
お
き
な
に

に
ん
だ
ち
）
に
つ
づ
い
て
、
今

年
は
「
猩
々
」
（
し
ょ
う
じ
ょ

う
）
が
修
復
さ
れ
、
二
台
の
山

車
が
そ
ろ
っ
て
赤
坂
の
ま
ち
を

巡
行
し
、
多
く
の
見
物
人
が
押

し
寄
せ
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
港
区
の
貴
重

で
価
値
あ
る
山
車
を
「
保
存
会
」

や
町
会
ま
か
せ
で
な
く
、
港
区

と
し
て
復
元
、
修
復
に
最
大
限

の
支
援
を
行
う
べ
き
こ
と
。

そ
の
た
め
に
全
額
を
助
成
す

る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

区
は
、
「
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
）

一
定
の
自
ら
の
ご
負
担
は
必
要
」

と
冷
た
い
答
弁
で
し
た
。

い
ま
、
こ
ど
も
達
を
め
ぐ
っ

て
嫌
な
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
乳
幼
児
が
一
日
生
活
す
る

保
育
園
に
も
学
校
と
同
じ
様
に

警
備
員
を
配
置
す
る
よ
う
質
問
。

区
長
は
「
小
学
校
で
の
抑
止

効
果
も
さ
ら
に
検
証
し
検
討
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

青
山
一
丁
目
駅
２
番
出
口

来
春
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事

東
京
メ
ト
ロ
青
山
一
丁
目
駅

２
番
出
口
（
交
番
側
）
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
決
ま
り
ま

し
た
。

具
体
的
な
設
置
内
容
に
つ
い

て
は
、
詳
細
設
計
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
最
中
で
、
年
度
内
に

工
事
業
者
を
決
め
来
春
に
は
工

事
に
着
手
し
た
い
と
し
て
い
ま

す
。
工
事
期
間
は
一
年
半
か
ら

二
年
間
の
予
定
で
す
。

近
隣
の
人
た
ち
か
ら
は
、
渋

谷
方
面
行
き
の
出
入
口
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
声
も
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
駅
な
ど
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
運
動
を

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

青
山
小
学
校
で
運
動
会

九
月
二
七
日
青
山
小
学
校
の

「
秋
の
大
運
動
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

風
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
ら
れ

る
好
天
の
も
と
、
近
隣
の
就
学

前
の
乳
幼
児
の
駆
け
っ
こ
や
、

五
・
六
年
生
の
男
女
に
よ
る
騎

馬
戦
な
ど
、
一
日
楽
し
い
催
し

と
な
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
達
の
力
一
杯
の
演
技
・

競
技
に
観
客
席
か
ら
大
き
な
声

援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
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ご
質
問
や
ご
要
望
は
党
区
議
団
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

区
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

働
く
青
年
が
、
介
護
労
働
者
が

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
港
区

に
対
し
、
家
賃
補
助
制
度
や
、

複
数
夜
勤
体
制
の
た
め
の
人
件

費
補
助
等
を
求
め
る
請
願
を
提

出
し
ま
し
た
。

請
願
の
補
足
説
明
で
は
、

「
低
い
介
護
報
酬
や
事
業
所
の

不
安
定
な
収
入
で
は
、
人
員
不

足
も
解
消
で
き
な
い
」
「
介
護

の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る

が
、
給
料
が
安
く
こ
の
先
結
婚

や
子
育
て
を
考
え
る
と
働
き
続

け
ら
れ
る
か
不
安
」
「
訪
問
介

護
を
し
て
い
る
が
、
利
用
者
の

状
況
に
よ
り
入
院
等
が
あ
る
と

そ
の
分
訪
問
が
減
り
、
事
業
所

の
収
入
も
減
る
の
で
、
そ
の
分

給
料
が
下
が
っ
て
し
ま
う
」
等
々
、

現
場
の
実
態
が
生
々
し
く
話
さ

れ
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
介
護
従
事
者

の
人
材
不
足
の
解
消
は
緊
急
の

課
題
、
そ
の
た
め
の
支
援
が
急

が
れ
る
と
「
採
択
」
を
主
張
し

ま
し
た
。

自
・
公
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
民
主

は
、
深
刻
な
事
態
は
解
決
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、

「
継
続
」
に
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

青
南
幼
稚
園
、
青
南
小
学
校
前
道
路

安
全
確
保
の
た
め
緊
急
対
策
を

区
議
会
議
長
宛
に
「
青
南
幼

稚
園
前
道
路
（
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
）
に
お
け
る
車
両
速
度
抑
制

に
関
す
る
陳
情
」
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
付
近
は
一
方
通
行
の
道

が
多
く
、
幼
稚
園
・
小
学
校
前

の
道
路
は
抜
け
道
に
な
っ
て
お

り
か
な
り
の
交
通
量
で
す
。

党
区
議
団
は
、
陳
情
に
基
づ

き
決
算
委
員
会
で
、
幼
稚
園
そ

ば
に
は
青
南
小
学
校
も
あ
り
、

園
児
、
児
童
の
安
全
の
た
め
に
、

運
転
手
の
視
覚
に
訴
え
る
よ
う

な
色
づ
け
や
ソ
リ
ッ
ド
シ
ー
ト

の
貼
り
付
け
な
ど
す
ぐ
に
や
る

こ
と
。
信
号
設
置
な
ど
一
定
の

時
間
の
か
か
る
も
の
に
つ
い
て

も
、
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
併

せ
て
検
討
す
る
よ
う
提
案
・
質

問
し
ま
し
た
。

区
は
「
ソ
リ
ッ
ド
シ
ー
ト
な

ど
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
幼
稚

園
側
や
交
通
管
理
者
と
協
議
す

る
」
「
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
対

応
に
加
え
、
時
間
は
要
す
る
が

よ
り
効
果
的
な
解
決
策
は
、
幼

稚
園
児
等
の
安
全
確
保
に
重
要

で
す
。
幼
稚
園
側
や
交
通
管
理

者
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
検
討

す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

介
護
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
」
の
請
願

職
場
青
年
が
切
々
と
訴
え

自
民
・
公
明
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
民
主
が
「
継
続
」
に

保
育
園
に
警
備
員
の
配
置
を


